
第一回 国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会  
 

日時：令和２年７月３０日（木） 
   10:00～12:00 
場所：国営海の中道海浜公園事務所 

 
議事次第 

１．開会 
 
２．国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会の設置について  ・・・資料１ 
 
３．議題 

１）公園の将来像（ビジョン）の作成について      ・・・資料２ 

 

２）海の中道海浜公園の歴史              ・・・資料３ 

 

３）海の中道海浜公園のストック効果          ・・・資料４ 

 

４）既往の計画・設計と社会情勢の変化、将来像のキーワード・・資料５、資料６ 

 

５）各主体における今後の計画、予定等         ・・・資料７ 
 
４．閉会 

以上 
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 資料 1-2 国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会 規約（案） 
 資料 1-3 国営海の中道魅力向上推進協議会 委員名簿 
 資料 2  公園の将来像(ビジョン)の作成について 
 資料 3  海の中道海浜公園の歴史 
 資料 4  海の中道海浜公園のストック効果 
 資料 5  既往の計画・設計と社会情勢の変化、将来像のキーワード 
 資料 6  公園の将来像として盛り込むべきキーワード案 
 資料 7-1 各主体からの発表資料（(株)海の中道海洋生態科学館/マリンワールド PFI (株)） 
 資料 7-2      〃    （(株)Plan・Do・See ザ・ルイガンズ.） 
 資料 7-3      〃    （(株)ササキコーポレーション 海の中道マリーナ＆テニス） 
 参考資料 1 日比谷公園グランドデザイン～5 つの提言～ 
参考資料 2 海洋博公園基本計画（H29.3 更新） 
参考資料 3 海の中道海浜公園整備・管理運営プログラム（H29.3） 
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国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会の設置について 

 
海の中道海浜公園は、公園管理者である国のほか、公園の運営維持管理業務の

受託者、マリンワールドやルイガンズ等を運営する PFI 事業者など、多くの者

が連携して、多様なレクリエーションを提供している国営公園である。 
今後も、本公園のストック効果をより一層高め、多くの方に満足頂ける公園で

あり続けるためには、本公園の整備、管理運営に関係する者が一体となって、本

公園の魅力を維持・継承するとともに、多様化し続けるレクリエーションニーズ

に柔軟に対応できる体制を構築する必要がある。 
このため、都市公園法第 17 条の 2 に基づき、公園利用者の利便の向上を図る

ために必要な協議を行うことを目的として、公園管理者、施設の管理運営を行う

者、学識経験者、関係地方公共団体等からなる協議会を設置する。 

 
 
協議会の協議事項案 

（１）今後の本公園の整備・管理運営の基本的方向性、将来像の整理に向けた協

議 

（２）将来像の実現に向けた具体的な取り組みに関する協議 

（３）効率的、効果的な取り組みを継続的に行うための情報の共有及び連携 

（４）その他本協議会の目的達成に必要な事項に関する協議 

 
今後のスケジュール（予定） 

 第 1 回（7 月 30 日） 顔合わせ、本公園の現状等に関する認識共有 
 第 2 回（9 月頃）  将来像、基本的方向性の骨子に関する議論 
 第 3 回（11 月頃）  将来像（案）、今後の取組の内容等に関する議論 
（将来像（案）のパブリックコメント） 
 第 4 回（2 月頃）  ビジョンの策定 

 
  （R3 年度以降も年 2,3 回程度の開催を予定） 

 
協議会メンバー 

 
 資料 1-3 参照 

 
  

資料１-１ 
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（参考）都市公園法 抄 

（協議会） 

第十七条の二 公園管理者は、都市公園の利用者の利便の向上を図るために必要な協議を行

うための協議会（以下この条において「協議会」という。）を組織することができる。 

２ 協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。 

一 公園管理者 

二 関係行政機関、関係地方公共団体、学識経験者、観光関係団体、商工関係団体その他

の都市公園の利用者の利便の向上に資する活動を行う者であって公園管理者が必要と

認めるもの 

３ 協議会において協議が調った事項については、協議会の構成員は、その協議の結果を尊

重しなければならない。 

４ 前三項に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 
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国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会 規約（案） 

 

（名称） 

第 1 条 協議会の名称は、「国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会」（以下「本協議会」という。）と

する。 

 

（目的） 

第 2 条 本協議会は、都市公園法第１７条の２に基づき、国営海の中道海浜公園（以下「本公園」とい

う。）の魅力向上ならびに利用者の利便の向上を図るために必要な協議を行うことを目的として設置す

る。 

 

（協議等） 

第 3 条 本協議会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる協議等を行う。 

（１）今後の本公園の整備・管理運営の基本的方向性、将来像の整理に向けた協議 

（２）将来像の実現に向けた具体的な取り組みに関する協議 

（３）効率的、効果的な取り組みを継続的に行うための情報の共有及び連携 

（４）その他本協議会の目的達成に必要な事項に関する協議 

 

（委員の構成） 

第 4 条 本協議会の委員は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

（１）公園管理者 

（２）本公園内で施設等の管理運営を行う者 

（３）学識経験者 

（４）関係地方公共団体 

（５）その他、会長が特に必要と認める者 

 

（委員の任期） 

第 5 条 委員の任期は１年とする。 

２ 委員は再任することができる。 

３ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会長） 

第 6 条 本協議会には、会長１名を置く。 

２ 会長は、委員の互選によって決定する。なお、会長に事故があるときは、会長代理を委員の互選

によって決定する。 

３ 会長又は会長代理（以下、「会長」という。）は、本協議会の運営・進行に当たるものとする。 

 

 

 

資料１-２ 



2 
 

（代理出席） 

第 7 条 委員が都合により協議会に出席できない場合、その委員は職務上の代理者を協議会に出席さ

せ、委員の職務にあたらせることができる。 

 

（協議会） 

第 8 条 本協議会は、委員（委員の代理者含む）の３分の２以上が出席しなければ、開催することがで

きない。 

２ 本協議会の議事は、出席委員（委員の代理者含む）の過半数をもって決し、可否同数のときは、

会長の決するところによるものとする。 

 

（オブザーバー） 

第 9 条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者をオブザーバーとして本協議会に参加させ

ることができるものとする。 

 

（専門部会） 

第 10 条 本協議会は、必要に応じて専門的な事項を協議するため、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会に部会長を置き、専門部会に属する委員の互選により決定する。なお、部会長に事故が

あるときは、部会長代理を委員の互選によって決定する。 

３ 専門部会は、部会長又は部会長代理が運営・進行するものとする。 

 

（公開） 

第 11 条 協議会及び専門部会の会議は非公開とするが、会議の資料、議事要旨は、原則として国営海の

中道海浜公園事務所のホームページ等において公開する。 

 

（事務局）  

第 12 条 本協議会の事務局は、国営海の中道海浜公園事務所に置くものとする。 

 

（雑則） 

第 13 条 本規約に定めるもののほか、本協議会の運営に関し必要な事項は、本協議会での協議により定

めるものとする。 

 

  附則 

   この規約は、令和２年７月３０日から施行する。 

 

 



国営海の中道魅力向上推進協議会　委員名簿

敬称略

所　　属 役　　職 氏　　名

一般社団法人 九州スポーツツーリズム推進協議会 シニアアドバイザー 大江　英夫

九州大学大学院 芸術工学研究院 環境デザイン部門 教授 包清　博之

西日本短期大学　緑地環境学科
副学長
教授

久保田　家且

九州大学大学院 芸術工学研究院 環境デザイン部門 准教授 高取　千佳

東京農業大学地域環境科学部　造園科学科 准教授 福岡　孝則

海の中道管理センター 管理センター長 八波　信行

(株)海の中道海洋生態科学館
マリンワールドPFI (株)

代表取締役社長 東　圭司

(株)Plan・Do・See
　　ザ・ルイガンズ.

ゼネラルマネージャー 水口　丈史

(株)ササキコーポレーション
　　海の中道マリーナ＆テニス

支配人 佐々木　露子

福岡市 海の中道 青少年海の家
指定管理者 あゆみらい福岡市自然の家共同事業体

所長 安部　倫太朗

海の中道P-PFI事業コンソーシアム/三菱地所（株）
都市開発部

ユニットリーダー 上田　寛

福岡県　建築都市部 公園街路課 課長 原田　昌宏

福岡市　住宅都市局　花とみどりのまち推進部 部長 奥田　正浩

九州地方整備局　建政部 公園調整官 澤田　大介

九州地方整備局　国営海の中道海浜公園事務所 事務所長 平塚　勇司

公
園
管
理
者

学
識
経
験
者

地
方
公
共
団
体

園
内
関
係
機
関

資料１－３



公園の将来像（ビジョン）の作成について

資料２



○ 本公園の計画・設計は、昭和51年の基本設計で全体の計画・設計を行い、その
後順次エリア毎の計画・設計を行う形で進めてきた。

○ 基本設計後の公園全体に係る計画として、平成10、11年に「海の中道海浜公
園環境共生計画」を策定している。

海の中道海浜公園環境共生計画（H10、11）

B地区環境共生の森
実現計画・実施基本計画（H11、12）

B地区環境共生の森基本・実施設計（H16～21）

「森の池エリア」整備運営管理基本計画（H29）

「森の池」維持管理計画・利活用計画（H30）

D地区海浜部基本計画（H12）

D地区海浜部実施設計（H16～）

D地区玄界灘海浜部東エリア基本設計
（H25）

D地区整備運営管理基本計画（H30）

1

A地区 B地区 C地区 D地区

基本計画・設計

（未策定）

基本計画・設計

（H3～策定中）

基本計画・設計

（策定済）

海の中道海浜公園基本設計（S51）

利用計画調査

（H4、5）

これまでの計画・設計の経緯



○ 近年では、PFI事業等の官民連携の制度の充実を背景に、民間事業者など、国以外
の主体が設置・管理する施設も多く、今後も増加が見込まれる。

2

（B地区 滞在型レクリエーション拠点）

青少年海の家

マリンワールド海の中道

ホテル ザ・ルイガンズ.
パークエリア

（花の丘）

雁ノ巣レクリエーションセンター

全体イメージ立体アスレチック

今後整備予定施設109.7
93.6

28.0

6.0 4.0
0

20

40

60

80

100

120

パークエリア マリン
ワールド

ホテルザ・
ルイガンズ

⻘少年海の家 その他

（万⼈）

施設別利用者数及び割合（R1年度）

割
合

利
用
者
数

パークエリア, 45.5% マリンワールド, 
38.8%

ホテルザ・ルイガンズ, 11.6%

⻘少年海の家, 2.5%

その他, 1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園における国以外の主体の役割の拡大

ホテル ザ・

ルイガンズ.



○ 現在の管理・運営の体制

3

直轄事業（国土交通省）

PFI事業

一般園地

収益施設

ホテル、マリーナ、テニ
スコート、駐車場

マリンワールド、
駐車場

設置管理許可

P-PFI事業（予定） B地区カモ池周辺

青少年海の家

雁ノ巣レクリエーション
センター

海の中道管理センター
（H31-35国営海の中道海浜公園運営

維持管理業務海の中道公園マネジメン
ト共同体）

～R6.1

（株）海の中道リゾート

マリンワールドPFI（株）

福岡市 こども未来局
(指定管理：あゆみらい福岡市自
然の家共同事業体)

福岡市 住宅都市局
（指定管理：（一財）公園財団）

～R22.3

～R18.3

～R22.4

～R12.3

～R10.3

管理委託

遊戯施設、管理施設等の全般的な整備、維持管理

海の中道P-PFI事業コンソー
シアム

（対象エリア・施設） （管理・運営主体） （事業（契約）期間）

条例に基づく管理

公園における国以外の主体の役割の拡大



○ 本公園の整備・管理運営に当たっては、これまでも社会状況の変化等を
反映して適宜計画の見直し等を行いながら進めてきたところ。

○ 今後も、概ね10年後の令和10年代前半を予定している概成開園に向け
た将来像を明確にしつつ、更にその先の20年後、30年後も本公園が継
続的にストック効果を高めていけるよう、計画的な取組を推進する必要
がある。

○ 一方、公園整備、運営における民間事業者等の役割が拡大している現状
を踏まえると、公園管理者である国だけではなく、園内の施設を運営す
る各主体とも公園全体の将来像、基本的方向性を共有した上で、共通の
目標に向けて連携し、相乗効果によって事業効果を高めていくことが必
要。

4

公園全体の将来像、基本的方向性を、公園管理者、園内施設運営者、有
識者等からなる協議会で整理し、当該将来像等に基づく計画的・継続的
な取組を実施

今後の本公園の方向性

将来像（ビジョン）を作成する必要性



• 概ね１０年後の公園の将来像に向けた整備・管理運営の基本的方向性を定め
た計画

• 既往の計画・設計における理念、基本方針等を基本としつつ、社会情勢の変
化、公園施設の設置・運営に係る主体の増加等を踏まえた見直しを行い、改
めて整理しなおすもの

5

社会状況の変化 施設運営者の増加

計画・設計の具体化、整備・管理運営の実施 具体的な事業の実施

R2年度

R3年度
以降

国が
策定・実施

協議会で
策定

協議会で
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

既往の基本計画・基本設計

「国営海の中道海浜公園の将来像（うみなかビジョン）※仮称」
の策定

これまで

各施設運営者公園管理者（国）、管理センター

将来像（ビジョン）のイメージ



１．背景等
本公園の計画、歴史、現状 等

２．社会情勢の変化
少子高齢化、官民連携 等（資料として、国のあり方検討 会
報告書、社会資本整備審議会資料、福岡県・福岡市の取組等
を紹介）

３．本公園の将来像
１０年後に目指す本公園の姿を「○○な公園」等として整理

（４，５本の柱を想定）

４．将来像実現に向けた整備・管理運営の基本的方向性
エリアごとの整備・管理運営の方向性、具体的な取組の方向
性 等

５．継続的なフォローアップ
6

本協議会での
議論の予定

第
一
回

第
二
回

第
三
回
、
第
四
回

将来像（ビジョン）の構成イメージ



海の中道海浜公園の歴史

資料３

0



機密性２情報海の中道海浜公園の歴史① ～国営公園供用開始前～

年度
～1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980

～S46 S47 S48 S49 S50 S51 S52 S53 S54 S55
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S51.3  基本設計より 1

●
「
お
よ
げ

た
い
や
き
く
ん
」

が
大
ヒ
ッ
ト

●
海
の
中
道
海
浜
公
園
基
本
設
計



機密性２情報海の中道海浜公園の歴史② ～ 供用開始から10年間 ～

年度
1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990

S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2

社
会
の
出
来
事

公
園
に
関
係
す
る
出
来
事

●
供
用
開
始
（西
口
広
場
、
大

芝
生
広
場
、
動
物
の
森
）

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
開
園

●
日
本
の
総
人
口
が

1
億
２
０
０
０
万
人
に

●
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ー
ル
、

子
ど
も
の
広
場
、
野
鳥

の
森

●
ホ
テ
ル
海
の
中
道

●
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道

（第
一
期
）、
青
少
年
海
の

家
、
い
こ
い
の
森

S56年撮影（C地区付近）

●
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド

開
園

●
つ
く
ば
万
博
開
催

バブル景気

●
観
覧
車

●
よ
か
ト
ピ
ア
（ア
ジ
ア
太

平
洋
博
覧
会
）開
催

観覧車 ホテル海の中道 マリンワールド
海の中道

H2年度時点の開園区域（156.3ha）

【
供
用
施
設
等
】

S56年度時点の開園区域（58.7ha）
（当初開園区域）

2

サンシャインプール

サンシャインプール

観覧車

ホテル海の中道

マリンワールド海の中道



機密性２情報海の中道海浜公園の歴史③ ～ 供用開始後10～20年間 ～

年度
1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12

社
会
の
出
来
事

公
園
に
関
係
す
る
出
来
事

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

●
阪
神
・淡
路
大
震
災

●
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
事
業

開
始

●
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の

中
道
（第
二
期
）

●
森
の
家

●
ス
カ
イ
ド
ル
フ
ィ
ン

●
野
外
劇
場
、
シ
ー
サ
イ

ド
ヒ
ル
シ
オ
ヤ

●
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
開
園

●
お
立
ち
台
デ
ィ
ス
コ
ジ
ュ

リ
ア
ナ
東
京
オ
ー
プ
ン

●
福
岡
ド
ー
ム
完
成

●
環
境
影
響
評
価
法

●PFI
法
施
行

●
彫
刻
の
森
、
四
季
の
森

●
環
境
基
本
法

H7年撮影

野外劇場

マリンワールド

H12年度時点の開園区域（205.5ha）

森の家

【
供
用
施
設
等
】

バブル崩壊

●
博
多
港
国
際
タ
ー
ミ

ナ
ル
開
設

スカイドルフィン

●
バ
ラ
園

3

野外劇場

フラワー
ミュージアム

マリンワールド海の中道

スカイドルフィン

森の家

●
大
阪
ド
ー
ム
、
ナ
ゴ
ヤ

ド
ー
ム
完
成

●U
SJ

オ
ー
プ
ン

●
循
環
型
社
会
形
成
推
進

基
本
法



機密性２情報海の中道海浜公園の歴史④ ～ 供用開始後20～30年間 ～

年度
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

社
会
の
出
来
事

公
園
に
関
係
す
る
出
来
事

●
Ｄ
地
区
潮
見
台
エ
リ
ア

●
Ｂ
地
区
光
と
風
の
広
場
、

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

オ
ー
プ
ン

●
六
本
木
ヒ
ル
ズ
完
成

●iPhone

日
本
発
売

●
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

●
生
物
多
様
性
基
本
法

●
政
権
交
代
（自
民→

民
主
）

●
環
境
共
生
の
森

●
ホ
テ
ル
海
の
中
道
が「
ザ
・

ル
イ
ガ
ン
ズ･

」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
花
の
丘

●
観
光
立
国
推
進
基
本
法

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法

●
福
岡
県
西
方
沖
地
震

●
景
観
緑
三
法

H19年撮影（B地区付近）

デイキャンプ場 潮見台 ザ・ルイガンズ．* 環境共生の森

H22年度時点の開園区域（264.7ha）

【
供
用
施
設
等
】

●
第
22
回
全
国
都
市
緑
化

ふ
く
お
か
フ
ェ
ア

*ザ・ルイガンズ.ＨＰより引用

4

デイキャンプ場

潮見台

ザ・ルイガンズ

環境共生の森

●
フ
ラ
ワ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フラワーミュージアム

●
東
日
本
大
震
災

●
海
の
松
原

●
大
濠
公
園
に
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
オ
ー
プ
ン

海の松原



機密性２情報海の中道海浜公園の歴史⑤ ～ 供用開始後30年以降 ～

年度
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

社
会
の
出
来
事

公
園
に
関
係
す
る
出
来
事

●
博
多
湾
パ
ノ
ラ
マ
広
場

●
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の

中
道
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
開
始

●
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
閉
園

●
都
市
公
園
法
改
正

●
熊
本
地
震

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成

●
「
ザ
・ル
イ
ガ
ン
ズ
」等

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
開
始

●
森
の
池
開
園

●
く
じ
ら
ぐ
も
ふ
わ
ん
ぽ

り
ん

（●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

●
観
覧
車
営
業
終
了 博多湾パノラマ広場

R1年度末時点の開園区域（297.9ha）

【
供
用
施
設
等
】

R2年4月開園（51.8ha）
H23年撮影（B地区付近）

くじらぐもふわんぽりん

5

くじらぐもふわんぽりん

海の松原

博多湾パノラマ広場



海の中道海浜公園のストック効果

資料4



都市公園のストック効果について

○ 都市公園のストック効果は、以下9つの効果に分類・整理される。

ストック効果

整備された社会資本が機能
することによって、整備直
後から継続的に中長期にわ
たり得られる効果

1



（※）約15万人＝307,500㎡（避難場所面積）÷2㎡／人（広域避難地の有効避難単位面積）

※出典「防災公園の計画・設計に関するガイドライン（案）（平成27年9月改訂版）」

○公園内の広場や駐車場が福岡市の地区避難場所、広域避難場所に指定されており、地震等の
災害時に避難者を受け入れ可能。

対象施設名 面積
西戸崎グラウンド 16,000㎡
マリンワールドエントランス下広場 13,000㎡
ホテル前広場 13,000㎡
デイキャンプ場西側草地 5,500㎡

：福岡市との協定により避難場所
として定められている施設

（全19施設、合計307,500㎡）

●避難場所の例

（ホテル前広場）

防災 地震等の発生時に約15万人（※）が避難できる避難地を確保

●主な避難場所

2



②環境維持・改善効果

3
植樹の様子開園当初の環境共生の森付近（S56年）

概ね3.4haの緑を新たに創出

計画的なマツの植栽（青少年海の家上空写真）開園当初の青少年海の家付近（S56年）

D地区のマツ林の植栽効果

環境 新たに10ha（サッカー場10面分（※））以上の緑を創出

（※）「スタジアム標準」（JFA）のフィールドの大きさ：125m×85m＝10,625㎡をもとに算出

○開園以来、D地区の松の植林やB地区における新たな森づくり等の自然環境の保全・創出に取
り組んでおり、少なくとも約11.7haの緑地が新たに創出された。

B地区の森づくりの効果

環境共生の森付近（R2.3）

概ね8.3haの緑を新たに創出

青少年海の家付近（R2.3）
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出典：R1海の中道海浜公園利用実態調査

公園利用者の居住地割合（R1年度）

年間200万人以上が訪れる広域レクリエーション拠点を創出レクリエー
ション

○時代に応じて多様な魅力を提供することで、福岡市を代表するレクリエーション拠点として
定着。県内・県外から広域的に利用される施設となっている。

過去10年間の入園者数の推移

フラワーミュージアム サンシャインプール 大芝生広場

（万人）

4

福岡市外からの
利用者が約70%

（年度）



④景観形成効果、⑤文化伝承効果

クロマツ林育成の取組

「日本の白砂青松100選（※）」に選ばれる松原を保全・育成
景観
文化

○クロマツ林を保全・育成し、海の中道固有の白砂青松の景観を保全。本公園区域を含む海の
中道の松原が「日本の白砂青松100選」に選定されている。

5
▲樹幹注入の様子 ▲機械による薬剤散布 ▲人力による薬剤散布 ▲密度管理のための間伐

（※）（社）日本の松の緑を守る会が選定した100ヶ所の日本の景勝地



37.1 

1.8 
9.6 

27.7 

0

10

20

30

40

50

パ
ー
ク

エ
リ
ア

（
プ
ー
ル
・

海
の
家
除
く
）

海
の
家

サ
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イ
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子供の広場 工作体験（森の家）

青少年海の家（教育施設）

6

年間76万人（福岡県内の子供の人口以上（※））の子供が遊び、学ぶ場

○豊かな自然と広大な敷地を活かした様々な遊具や多様な環境学習プログラムを提供。子供た
ちが自然豊かな環境の中で遊び、学べる場となっている。

（※）福岡県のこども人口（15歳未満の人口）推計値：669,394人（平成31年4月）をもとに算出

子育て

カッター教室（海の家）

・福岡市が運営する青少年教育施設
・R1年度活動参加学校数：171校

※参考：福岡市内の小学校数：149校
中学校数：82校（R1.5.1現在）

主要施設の子供(中学生以下)の利用者数
（万人）

※マリンワールドは年間パス利用者を除く

【主要施設の子供の利用者数（R1年度）】



ボランティア名（登録者数） 延べ活動人数 活動回数

海の中道フラワーボランティア（34名） 268名 36回

バラフレンズ（21名） 89名 29回

海の中道サポートクラフﾞ（38名） 349名 44回

動物の森ZOOボランティア（22名） 136名 52回

環境共生の森サポートボランティア（38名） 689名 76回

野鳥ボランティア（4名） 19名 10回

紙ヒコーキボランティア（8名） 10名 3回

ディスクゴルフボランティア（22名） 121名 21回

公園見守り隊（6名） 25名 10回

合計 1,076名 281回

講習会の実施（ディスクゴルフボランティア）

7

●登録ボランティアの活動実績（R１年度）

ボランティア名 延べ活動人数 活動回数

ファミリーボランティア 542名 10回

プチボランティア 162名 13回

企業・団体等ボランティア 2,052名 20回

合計 2,756名 43回

●市民活動の活動実績（R1年度）

チューリップの植え付けボランティア

年間（※）を通じてボランティアが活躍している公園

（※）ボランティア等のR1年度活動回数：324回

○様々なボランティア団体や個人ボランティアが、森の育成やイベントのサポート等に参画。
学校や企業等の団体の社会貢献の場、地域住民同士の交流の場としても機能。

キャンドルナイトボランティア

コミュニ
ティ



順位 施設名
1位 海の中道海浜公園
2位 マリンワールド海の中道
3位 博多駅
4位 能古島
5位 大濠公園

福岡市の公式観光サイト「よかなび」のスポット情報閲覧
ランキングにおいて、英語、中国語とも本公園が上位の閲
覧数

出典：「福岡市の観光・MICE」2020年版（表は2019年の閲覧数）

8

順
位

日本語 英語 韓国語
中国語
（繁体字）

中国語
（簡体字）

1
位

のこのしまアイ
ランドパーク

海の中道海
浜公園

キャナルシ
ティ博多

海の中道海
浜公園

海の中道海
浜公園

2
位

海の中道海浜
公園

天神地下街 シーサイドも
もち海浜公園

櫛田神社 太宰府天満
宮

3
位

博多デイトス 櫛田神社 太宰府天満
宮

舞鶴公園 天神地下街

データ出典：トリップアドバイザー（令和2年2月10日時点）

福岡市No.1（※）の観光地

（※）トリップアドバイザー 福岡市の観光スポットランキング第1位

○福岡市を代表する観光地として、外国人を含む多くの観光客が訪れる。（R1年度の外国人入
園者数：約9万人。対H30年度比約130％）

観光

人気ランキング：このランキングは、トリップアドバイザーの口コミの質、量、
および投稿時期により計算された人気度に基づき施設やスポットを比較した
ものです。人気ランキングは特定のエリア内の類似する施設をランク付けし、
旅行者に相対的な人気度を提示します。トリップアドバイザーの人気ランキ
ングは通常週に1度更新されます。

（トリップアドバイザー ヘルプセンターページより抜粋）

福岡市の観光スポットで第1位 外国人観光客の高い関心

「福岡市の観光スポット」人気ランキング



9

福岡国際クロスカントリー大会

・毎年2月に行われる日本陸上競技選手権大会の種目

・全国はもとより、外国人選手も招待される

（参加者数：6,821人※H30年）

NUMBER SHOT

・毎年夏に行われる九州を代表する大規模野外音楽フェスティバル

（参加者数：34,081人※R1年）

全国から人が集まるイベントの開催で地域経済を活性化

○野外コンサートや福岡国際クロスカントリー大会などの全国から集客を期待できる大型イベ
ントの開催により、地域経済の活性化に貢献。

活力



既往の計画・設計と
社会情勢の変化、将来像のキーワード

資料５
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資料目次

１．本公園の基本計画・基本設計

２．社会情勢の変化、国土交通省の方向性

３．都市公園を取り巻く状況の変化

４．福岡県・福岡市の計画、公園周辺の開発状況

５．キーワード案

1



〇基本理念 ※要約

基礎条件：“海の中道”の歴史的形成過程とその進化の方向性と自然生態的段階の認識

テーマ ：海の中道の自然体系と21世紀へ向けての文化・レクリエーション展望の共生
環境の創造

目標1：高度な生態的段階の環境を創出すること

目標2：循環的かつ長期的に需要を喚起しうる内容と質を確保すること

〇基本方針 ※要約

a.社会条件
に対して

〇福岡市のレクリエーション一大拠点、北部九州圏域の広域緑地系統の一環として位置付け。
即ち、日帰り利用を主体としながらも、既存施設を活用した宿泊利用も考慮。

〇隣接、近隣地域への本公園建設が与える影響を十分検討して、共存関係が成立するための条
件に配慮しながら計画策定を進める。

b.自然条件
に対して

〇新たな造成に当たっては、既存の植生、地質、土壌条件等を十分考慮する。

〇全域が地表を除いて砂地である為、土壌改良又は土壌置換を行う事により植栽に適した土壌
条件をつくる。

〇臨海性の植生を改善し二次林の形成を促進しつつ、緑地帯を拡大発展させる。

〇淡水と塩水の自然的バランスを破壊しないように池の造成を考慮する。

c.計画条件
について

〇スケールメリットを生かし自然公園的な性格をベースに通年利用可能な計画とする。

〇利用需要の多い夏季の海岸レクリエーション利用に対しては特別に考慮。ただし海岸線の現
状保全を前提とし、一部浸蝕防止対策を行う。

〇北から吹く潮風の防風処置を植栽や盛土により講じる。

〇限界利用者に対して利用抵抗を小さく各年齢層の人々が平等に楽しめる企画を立案。

〇池の造成の切盛は整合させる。池は自然な地下水位の変動に対応するものとする。 2

海の中道海浜公園基本設計（S51.3）

本公園の基本計画・基本設計

※重要キーワード案



○ 土地利用計画（ゾーニング）

各ゾーンは“緑の樹林”“碧い海”そして“輝く太陽”を基調に全体的調和を図りながら
新たなランドスケープを創造。

Aゾーン

・各種運動施設を集約整備したゾーンで、
船による来園者を除けば最初に到達する
ゾーン。

C2ゾーン

・松林の林間と大芝生園でのびのびと自然
を楽しみ、ゾーン北側に公園の特徴であ
る松林と外海によるダイナミックな風景
を形成するゾーン。

Bゾーン

・一部に砂採取跡の広大な淡水池を含む民
有地と林野庁の所有地をまたぐこと等か
ら、極力建築施設によらずに、植栽に
よってレクリエーションスペースを形成
するゾーン。

C3ゾーン

・本公園と西戸崎町の接点にあたる為、地
域住民と本公園利用の抵抗を極力少なく
するクッション的役割を持つゾーン。

C1ゾーン

・現況土地利用において最も施設率が高く、
地形的にも管理し易く、公園の重心的位
置にある事等から、施設型のアクティブ
なゾーン。

Dゾーン

・北風を防ぐ機能を持ち、黒松の既存植林
を保全する目的を持つゾーンであり、利
用と保全の問題を運営管理上の重要な課
題とするゾーン。

※海の中道海浜公園基本設計（S51.3） 「2.土地利用計画」の内容を要約3 3

海の中道海浜公園基本設計（S51.3）

本公園の基本計画・基本設計



Aゾーン

Bゾーン

Dゾーン

C1ゾーン

C2ゾーン

C3ゾーン

4

海の中道海浜公園基本設計（S51.3）

○ 計画平面図・主要な計画施設

海の中道海浜公園基本設計報告書（昭和50年1月）より

Aゾーン

〇噴水広場 〇池 〇花壇の丘 〇屋内競技場
〇屋内プール 〇サイクリングセンター
〇徒歩プール 〇子供運動広場 〇沈床園
〇屋外競技場 〇グラウンド 〇馬術練習場
〇海辺散策園 等

C2ゾーン

〇プロムナードブリッジ 〇ゲート広場 〇大沈床園
〇池 〇レストハウス 〇サイクリングセンター

〇噴水池 〇大芝生園 〇温室 〇小動物放飼園
〇茶室 〇野鳥の森 等

Bゾーン

〇レストハウス 〇休憩の丘 〇家族広場
〇憩いの広場 〇ゲーム広場 〇芝生の広場
〇クロスカントリーコース
〇林間広場 〇海辺散策園 等

C3ゾーン

〇近隣広場 〇イモ堀園 〇運動広場 等

C1ゾーン

〇催し広場 〇サイクリングセンター

〇海洋教室 〇海の生態館 〇宿泊研修センター
〇記念園 〇苗圃園 〇野外劇場 〇こども園
〇彫刻広場 〇海浜センター 〇プール 等

Dゾーン

〇海浜植物園 〇海浜ピクニック場 〇海水浴場
〇マリンハウス（休憩所） 〇海浜散策園 等

本公園の基本計画・基本設計



○ 計画の策定目的（地域の環境向上のための海の中道海浜公園の役割（要約））

地球規模の環境の保全への関心の高まりを受け、都市公園で最も大規模な国営公園にお
いては、自然の回復・保全だけでなく、積極的に環境保全の必要性および循環型社会の必
要性をアピールする拠点として機能することが必要。

こうした観点から、海の中道海浜公園を環境共生という特色を持った都市緑化植物園の
姿像を探る実践モデルの場として、さらに環境共生の考え方から北部九州における環循環
型社会を目指す上での中核として、海の中道海浜公園環境共生計画を策定する。

○ 基本方針

①特に生命という原点に立ち、環境共生の取り組みについて計画を立案する。

②海の中道海浜公園の循環によるゼロエミッションのあり方とその実現を目指す。

③海の中道海浜公園らしい環境教育の場、また環境共生の研究の場、さらにこれらに関す
る市民参加の場を目指す。

④21世紀にふさわしい地球環境に配慮した新たなライフスタイル実践の場を目指す。

⑤バイオリージョナリズム（生命地球主義）の考え型にのっとって、公園の周辺地域にお
ける環境共生実現の核、国家レベルでの環境共生に係る情報取集・発信の核を目指す。

⑥環境共生というテーマに基づいて、既存の公園施設の利活用や連携を目指す。

⑦環境共生にふさわしいデザインによる空間環境の創出を目指す。

⑧環境共生計画の検討の過程で、将来公園計画の施設見直しが必要な個所については見直
しを行う。 5

海の中道海浜公園環境共生計画（H11.3）

本公園の基本計画・基本設計



○ 環境共生計画の策定を踏まえ、主にB地区を中心に既往の計画・設計の内容を
見直すとともに、その他の地区についても時点更新を実施。

6

海の中道海浜公園環境共生計画の策定

を踏まえた基本計画の改訂（案）（H12.2）

A地区
１．福岡市の港湾道路整備計画に伴う、 公園入口動線の変更。

２．利便性の向上を考慮し駐車場を中心部に移動。
C地区

１．現存施設の環境共生上のソフト面
の検討。

B地区

１．中心部に環境教育やエコライフの実践の場として
の「環境共生の森」を位置付ける。

２．１に伴いゴルフ場計画をとりやめる。

３． 松林内に計画されていたオートキャンプ場は、利用者の利
便性の考慮と、 環境共生の森の位置づけにより、博多湾側
に移動。

４．C地区との関連を考慮して有料区域の見直しを行う。

D地区

１．海水浴場をとりやめる。
（海流と水深の面で不適）

２．防潮・防砂機能の向上を図る。

○ 主な改定の内容
海の中道海浜公園環境共生計画（H11.3）より

本公園の基本計画・基本設計



○ 平成３２年度（令和２年度）までの整備・管理運営重点事項

１．「白砂青松」の松林育成保全 【ストック効果向上】

ここはかつて人も住めず、植物も生えない不毛の砂地でしたが、江戸時代（1660 年代）から人の手
でクロマツを植えてきたことで、今のような環境がつくられました。「海の中道」の環境や地域住民の
生活を守るためにこのクロマツ林を後世につないでいくことが非常に重要であるため、今後も松林育成
保全に取り組みます。

２．公園環境向上の取り組み～「体験・経験の場」の確保～【ストック効果向上】

豊かな自然環境を活かし、環境教育の場としての機能を強化することにより、北部九州地域における
環境学習フィールドの核となるよう公園整備を推進します。また、地域住民等との協働による新たな森
づくりや、松林再生を推進する等、広大で豊かな自然環境を活かした「体験・経験」の拠点となる公園
となるよう取り組みます。

また、フラワーピクニックなどの大型イベントを充実させ、公園の魅力向上を図るとともに、積極的
に情報発信を行うなど、公園の利用促進に取り組みます。

３．新たな「利活用プログラム」の推進【民との連携加速・柔軟活用】

約539ha という広大な敷地を生かし、利用者ニーズを踏まえた新たな利活用プログラムの検討や多
様な施設・主体と連携を図り、季節に応じた多種・多様なスポーツイベント等を実施することにより、
広域レクリエーション需要に対応する魅力ある公園となるよう取り組みます。

４．来園者の安全・安心の確保【民との連携加速・柔軟活用】

市民団体等と連携し、インバウンドや利用者ニーズの多様性に配慮しつつ、ユニバーサルデザインを
念頭に置いて、すべての人々が安全・安心に楽しむことができる公園となるよう公園整備･管理に取り組
みます。

7

海の中道海浜公園整備・管理運営プログラム（H29.3）

本公園の基本計画・基本設計



１．本公園の基本計画・基本設計

２．社会情勢の変化、国土交通省の方向性

３．都市公園を取り巻く状況の変化

４．福岡県・福岡市の計画、公園周辺の開発状況

５．キーワード案

8



9

社会情勢の変化・・・①地域社会の変化

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料



10

社会情勢の変化・・・②経済状況の変化

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料



11

社会情勢の変化・・・③ライフスタイルの多様化

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料



12

社会情勢の変化・・・➃デジタル革命の本格化

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料

業務の省⼒化

業務プロセスの効率化

既存製品・サービスの
⾼付加価値化

新規製品・サービスの
展開

・・・1.1倍

・・・2.5倍
・・・4.0倍

（※1）「IoT」 = Internet of Things（モノのインターネット）
（※2）「AI」 = Artificial Intelligence（人工知能）
（※3）「ICT」 = Information and Communication Technology（情報通信技術）

(※1) (※2) (※3)
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社会情勢の変化・・・⑤インフラの老朽化

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料



14

第５次計画における社会資本整備の論点

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料



15

ストック効果最大化のための社会資本整備の進め方

出典：社会資本整備審議会 第44回計画部会（R2.4.30）資料
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論点⑤情報技術の利活用・新技術の社会実装



17

論点⑥インフラ空間の多面的・複合的な利活用



１．本公園の基本計画・基本設計

２．社会情勢の変化、国土交通省の方向性

３．都市公園を取り巻く状況の変化

４．福岡県・福岡市の計画、公園周辺の開発状況

５．キーワード案

18



19出典：都市公園法改正のポイント

都市公園を取り巻く状況の変化

○ 人口減少、公園ストックの一定の蓄積が進む中、公園緑地行政は新たなステー
ジへ移行すべきとされている。



20

都市公園を取り巻く状況の変化

○ 「新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会最終報
告書（H28.5）」では、「ストック効果をより高める」「民との連携を加速す
る」「都市公園を一層柔軟に使いこなす」の3点を重視すべきとされている。

出典：新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会最終報告書 概要



21

都市公園を取り巻く状況の変化

○ 新たなステージに向けた都市公園の活性化を推進するため、平成29年度に都市
公園法が改正された。

○ これらの新設・拡充された制度を活用し、より公園のストック効果を高めること
が必要。

１．公募設置管理制度（Park-PFI）の創設

２．ＰＦＩ事業の設置管理許可期間の延伸

３．保育所等の占用物件への追加（特区の全国措置化）

４．公園の活性化に関する協議会の設置

５．都市公園の維持修繕基準の法令化

・都市公園において飲食店、売店等の公園施設（公募対象公園施設）の設置又は管理を行う民間事
業者を、公募により選定。

・事業者が設置する施設から得られる収益を公園整備に還元することを条件に、事業者には都市公
園法の特例措置がインセンティブとして適用される。

・公園施設を整備する場合の設置管理許可期間を、最長30年に延伸。

・国家戦略特区に限定されていた都市公園における保育所等の設置が、特区以外の都市でも可能に。

・公園管理者が都市公園の利用者の利便の向上に必要な協議を行うための協議会を組織することが
可能に（各構成員は協議が整った事項について尊重義務を有する）。

・都市公園の管理は、政令で定める都市公園の維持及び修繕に関する技術的基準に適合するように
行うことを義務付け。

＜都市公園法改正（H29.6）の概要＞



１．本公園の基本計画・基本設計

２．社会情勢の変化、国土交通省の方向性

３．都市公園を取り巻く状況の変化

４．福岡県・福岡市の計画、公園周辺の開発状況

５．キーワード案

22



23

福岡県・福岡市の方向性・・・①福岡県

福岡県総合計画（H29.3）※計画期間：H29年度～R3年度

目指すべき福岡県の姿：「県民幸福度日本一」の福岡県

（１）日本海側の、かつ、アジアを向いた一大拠点「福岡県」

（２）県民の希望が叶い、将来に期待が持てる「福岡県」

（３）誰もが住み慣れたところで長く元気に暮らせる「福岡県」

福岡県の姿を実現するための施策（10の柱）

１ 活力にあふれ成長力に富んだ経済と魅力ある雇用の創出

2 安心して子育てができること

３ 子ども・若者が夢を抱き、将来に向かってはばたけること

４ 女性がいきいきと働き活躍できること

５ 高齢者や障がいのある人が安心してはつらつと生活できる
こと

６ 誰もが元気で健康に暮らせること

７ 心のぬくもりと絆を実感できる社会であること

８ 豊かな文化・スポーツを楽しみ、幅広い分野の国際交流を
実感できること

９ 災害や犯罪、事故がなく、安全で安心して暮らせること

１０ 環境と調和し、快適に暮らせること

15の広域地域振興圏との連携による
地方創生の推進
＜重点戦略＞※抜粋

〇しごとを創る

・地域資源を活用した観光産業の振興

・地域の特色に応じた農林水産業の振興 等

〇ひとを創る

・結婚・出産・子育て支援

・国際的な視野を持ち、地域で活躍する人材の育成
等

〇地域を創る

・女性や高齢者、障がいのある人等の活躍支援

・市町村・地域住民と一体になった地域振興 等
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福岡県・福岡市の方向性・・・①福岡県

第二次福岡県観光振興指針（R2.3）※計画期間：R2年度～R5年度

目指す将来像：持続可能な観光先進県、福岡※抜粋

・旅行消費額が継続的に拡大し、県内各地の観光産業の発展と地域活性化、雇用の創出につながっている。

・「住んでよし、訪れてよし」の観光地づくりが実現しており、誰もが快適、安全、安心に旅行を楽しむ
ことができる環境が整っている。

・旅行者の増加による環境や文化、地域社会に対する悪影響が最小限に抑えられ、観光産業の成長と地域
社会が調和している。

基本方針

１戦略的なインバウンド誘客による旅行消費額の拡大

２旅行者の県内各地への来訪促進

３デジタルマーケティングの推進

４持続可能な観光の推進

施策の柱と方向性

１受入環境の充実

２観光資源の魅力向上

３効果的な情報発信

４観光振興の体制強化

数値目標（2023年）

目標 目標値 （H30実績）

外国人入国者数 360万人 328万人

延べ宿泊者数 2,000万人泊 1,673万人泊

延べ宿泊者（外国人） 500万人泊 337万人泊

旅行消費額（外国人） 61,500円 57,600円

旅行消費額 9,700億円 9,253億円

観光関連産業の売上
金額

8,200億円 7,862億円
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福岡県・福岡市の方向性・・・①福岡県

（参考）福岡県における取組み

ふくおか健康づくり県民運動

〇県民の健康寿命の更なる延伸を目指
し、保健・医療関係団体、経済団体、
企業、大学、マスコミ、地域団体、
行政など、様々な分野の関係団体が
一体となって取り組む県民の健康づ
くり運動。

〇「健(検)診受診率の向上」「食生
活の改善」「運動習慣の定着」の
３つの取組を柱に活動を行う。

〇日々の運動や健康記録をつけること
でポイントが貯まるアプリ等もある。

食育・地産地消県民運動

〇県内の幅広い関係者が連携・協力し、
「いただきます！福岡のおいしい
幸せ」の県民スローガンのもと、
食育・地産地消の推進を目指す取
組。

〇11月を「食育・地産地消月間」と
し、食育イベントの開催、飲食店
等での地産地消メニューの提供を
行うなど、県民参加型の運動を展
開している。

福岡県サイクルツーリズム推進協議会

〇県内にサイクリングルートを設け、自転車で周遊し
てもらうことで観光客を呼び込み、各地域を活性化
することを目的に、平成30年5月に県が市町村、
観光協会等とともに設立。

70歳現役社会づくり

〇年齢にかかわりなく、それぞれの意
思と能力に応じて、70歳になって
も働いたり、NPO・ボランティア
活動等を通じて社会で活躍し続ける
選択肢の多い社会の実現を目指す取
り組み。

〇高齢者の就労支援をはじめ、
NPO・ボランティア団体の活動や
地域活動、ソーシャルビジネス、コ
ミュニティビジネスへの参加等、高
齢者が活躍できる多様な施策が行わ
れている。

写真出典：70歳現役社会

づくりパンフレット

出典：ふくおか健康ポイント

アプリHP

写真出典：ふくおか農林漁業

応援団HP

写真出典：CYCLE&TRAIL FUKUOKA HP

〇サイクリングの広域ルートを
設定し、受け入れ環境の整備
や情報発信の強化などに取組
んでいる。
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福岡県・福岡市の方向性・・・②福岡市

福岡市総合計画

都市像：住みたい、行きたい、働きたい。

アジアの交流拠点都市・福岡

１自律した市民が支え合い心豊かに生きる都市

２自然と共生する持続可能で生活の質の高い都市

３海に育まれた歴史と文化の魅力が人をひきつける都
市

４活力と存在感に満ちたアジアの拠点都市

福岡市基本構想（H24.12）

都市経営の基本戦略：

１.生活の質の向上と都市の成長の好循環を創り出す

２.福岡都市圏全体として発展し、広域的な役割を担う

基本姿勢（抜粋）：

「人と環境と都市活力の調和がとれたアジアのリー
ダー都市」をめざすという大きな志をもって、新しい
時代の都市づくりに果敢に調整していきます。

第9次福岡市基本計画（H24.12）

重点分野：

①見守り、支え合う、共創の地域づくり

②次代を担う子ども、グローバル人材の
育成

③福岡の成長を牽引する観光・
ＭＩＣＥ（※1） 、都心部機能強化の推進

④人と企業を呼び込むスタートアップ都
市づくり

第2次実施計画（H29.6）

福岡市都市空間構想図

※計画期間：
H25～H35

※計画期間：
H29～H32

（※1）「MICE」：企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会
議 （Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字を使った造語で、これらのビジネスイベントの総称



４つの力点
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福岡県・福岡市の方向性・・・②福岡市

福岡 観光・集客戦略2013 ※計画期間：H25年度～概ね10年間

力点１ 誘客

・ターゲットを絞ったプロモーション

・博多港をクルーズ拠点に

・国際観光都市づくりを牽引するブランディング

力点２ MICE振興

・MICE誘致体制の強化、MICE支援内容充実

・関係者や市民が一体となった歓迎やおもてなし

・施設・交通面の機能強化

力点３ 魅力づくり

・歴史・文化を活かした観光地づくり

・海（博多湾）を活かした観光地づくり

・食の魅力を国内外に発信

力点４ 観光の産業化

・「福岡で、もう一泊。もう一品、もうひと楽
しみ」を進める

・「日本一外国人にフレンドリーなまち」創り

観光都市福岡の将来像

「世界No.1のおもてなし都市・福岡」の実現

①来福客が安心して楽しく過ごしています

②市民・地域が誇りと喜びを感じています

③企業が観光分野に挑戦し，成長し続けています

➃福岡市が九州の活力と成長を牽引しています

数値目標（R2年）

R2年目標

入込観光客数
（クルーズ客含む）

2,000万人

観光客直接消費額 4,900億円
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福岡県・福岡市の方向性・・・②福岡市

（参考）福岡市における取組み

一人一花運動

〇「一人一花」を合言葉に、ありとあ
らゆる場所での花づくりを通じて、
人のつながりや心を豊かにし、花に
よるまちづくりを目指す取り組み。

〇花づくりや花壇づくりの作業を通じ
て参加できる「ボランティア花壇」
制度、花壇の維持や管理費を協賛す
ることで花壇のオーナーになれる
「スポンサー花壇」制度など、個人
や様々な主体が参加できる仕組みが
用意されている。

写真出典：一人一花運動HP

福岡１００

〇人生１００年時代に向けて、誰
もが住み慣れた地域で、心身と
もに健康で自分らしく暮らせる
「ひと」も「まち」もどちらも
幸せになれる社会の実現を目指
すプロジェクト。

〇健康ツーリズム、健康パークス
テーション、健康ポイントで
ウォーキング促進等の100の取
組を2025年までに実施するこ
とを目指している。

「ふくおかさん家のうまかもん」
事業者認定事業

〇福岡市内産の農林水産物及びその加
工食品等を優先的に提供または販売
する事業者を認定。

〇専用ホームページでの紹介やPR
グッズの交付などの支援を通じて，
地産地消を推進。

FUKUOKA SMART EAST

〇様々な社会課題を解決し、持続可能
で快適なまちづくりを目指すプロ
ジェクト。東区箱崎の九州大学箱崎
キャンパス跡地を活用したまちづく
り等を行っている。

写真出典：福岡100HP

出典：FUKUOKA SMART  EAST  HP

写真出典：ふくおかさん

家のうまかもんHP

〇AIやIoTなどの先端技術を活用した社会課題の解決に
繋がる実証実験プロジェクト等を全国から募集し、
「自動配送ロボットの走行デモ」「スマートフォンと
自動翻訳ツールを使った災害避難訓練」等、先進的な
実証実験を行っている。
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公園周辺施設の整備計画等

かしいかえん改装
（H29.3）

ヘリポート整備
（福岡空港回転翼機能移設）
R2.3完成

○ 公園に近接するエリアでは、A地区の隣接地に福岡空港からヘリポートが移設
された（R2.3）他、福岡市のエコパークゾーンにおいて生き物の生息環境に配
慮した水辺空間の整備が進められている。

○ アイランドシティにおいては、年間360万人の来場者を見込んだ複合施設「ア
イランドアイ」が今年3月に一部開業。アイランドシティ内では、自動車専用道
路の延伸やランプ設置等、アクセス整備も進められている。

エコパークゾーン整備計画
に基づく水辺空間整備

アイランドシティ内各種事業の進展
・オンデマンドバス「のるーと」開始（H31.4）
・アイランドアイ（複合施設）一部開業（R2.3）
・自動車専用道路整備（H28着手 R2完成予定）
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公園周辺施設の整備計画等

（参考）アイランドシティ内各事業の概要
オンデマンドバス「のるーと」
（H31.4運行開始）
アイランドシティ内で、アプリでバス
を呼べるオンデマンド交通サービス

出典：のるーとHP

出典：アイランドアイHP

アイランドアイ
（R2.3一部開業）
ショッピングやグルメ、劇
場、MICE、ホテルを備えた
複合施設

出典：都市高速HP

出典：福岡アイランドシティHP
「アイランドシティの概要」

出典：福岡アイランドシティHP
「アイランドシティの概要」

出典：読売新聞オンライン

(R2.3.27)



１．本公園の基本計画・基本設計

２．社会情勢の変化、国土交通省の方向性

３．都市公園を取り巻く状況の変化

４．福岡県・福岡市の計画、公園周辺の開発状況

５．キーワード案
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公園の将来像として盛り込むべきキーワード

①本公園のベーシックな思想として継続すべきキーワード
（海ノ中道海浜公園の計画・設計等から）

・レクリエーション一大拠点

・広域レクリエーション需要に対応する魅
力ある公園

・スケールメリット

・広大で豊かな自然環境を活かした「体
験・経験」の拠点

・通年利用

・循環的かつ長期的に需要を喚起しうる内
容と質を確保

・環境

・環境保全

・「白砂青松」の松林育成保全

・北部九州圏域の広域緑地系統

・緑地帯を拡大

・循環型社会

・自然公園的な性格

・限界利用者に対して利用抵抗を小さく

・ユニバーサルデザイン

・（地域との）共存関係

・多様な施設・主体と連携

・環境教育

・環境学習

・市民参加の場

・地域住民等との協働

・新たなライフスタイル実践の場

・インバウンド

・安心・安全の確保
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公園の将来像として盛り込むべきキーワード

②近年のトレンドとして反映させることが考えられるキーワード
（近年のトレンド、自治体の計画等から）

・豊かな文化・スポーツ

・健康づくり

・自然との調和

・良好な生活環境

・環境

・自然と共生

・グリーンインフラ

・持続可能・多様・包摂的な社会

・持続可能な地域社会の形成

・持続可能で生活の質の高い都市

・バリアフリー化

・食育・地産地消

・安心して子育て

・訪日観光需要の拡大

・経済成長の実現

・活力にあふれ成長力に富んだ経済

・活力と存在感

・「住んでよし、訪れてよし」の観光地づくり

・海に育まれた歴史と文化

・インフラの老朽化

・安心・安全の確保

・メンテナンスコストの増大

・持続可能なインフラの管理

・心の豊かさを求める価値観

・美しい景観

・選択肢の多い社会の実現

・心豊か

・快適で質の高い生活

・誰もが元気で健康に暮らせる

・一人一花

・「ひと」も「まち」もどちらも幸せになれる
社会

・ICT

・新技術・情報技術の活用

・民との連携を加速

・インフラの柔軟な利活用

・（都市公園を）柔軟に使いこなす

・多様なニーズに対応したインフラ空間の活用

・ストック効果を高める・最大化

・サイクルツーリズム
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マリンワールド海の中道

資料7-1



１、開館から⼤規模リニューアルオープンまで

Ⅰ期 1989年(平成元年)オープン Ⅱ期 1995年(平成7年)オープン

マリンワールドは、２期に分けて国が設置。2017年ＰＦＩ事業による⼤規模リニューアルを実施

階 数：地上4階地下1階
延⾯積： 20,958㎡

国営公園初のＰＦＩ事業

※第9回福岡市都市景観賞を受賞

Ⅲ期 ⼤規模リニューアル 2017年(平成29年)オープン
※第28回BELCA賞ベストリフォーム部⾨を受賞



２、整備･管理運営のコンセプト（事業実施⽅針）

●海の中道海浜公園をより良くし、⽔族館という⽂化施設の運営を通して社会に貢献するという想いを共有し、そして開業時
から本施設に携わり思い⼊れのある地元福岡の企業を中⼼に組成したコンソーシアムで事業を推進する。

●本事業に取組むにあたっては、単なる⽼朽化の改修⼯事、管理運営
事業の継続ではなく、本施設を「リボーン（再⽣）」させていく。

●この「リボーン」には、①本施設を修繕･更新により再⽣させること
は勿論、②利⽤者が癒しや潤いを感じ、豊かに⽣きるための⼈間⼒を
取り戻すこと、さらに③構成員⾃⾝が本事業を通して、地域社会と利
⽤者に対し何ができるのかを⾒つめ直し成⻑していくという「3つの想
い」を込めている。

●「うみなかリボーン」を基本コンセプトとして、教育・研究機能とレクリエーション機能とが融合した⽂化事業を実現する
ことを実施⽅針とし、国営公園において⽔族館事業の持つ「⾃然保護への理解を深める」社会的役割を担う存在を⽬指す。

⼈間⼒

成⻑ 再⽣

利⽤者

わたしたち 本施設

うみなかリボーン



３、運営⽅針

水族に関連するレクリエーションと教育・研究を融合させた場を提供することで、

お客さまが楽しみながら生物や環境を学び、自然保護への理解を深めることができ、

いつまでも美しい地球を守っていける持続可能な社会の実現に貢献する。

融合

感動

レクリエーションレクリエーション 教育・研究教育・研究

⾃然保護への理解⾃然保護への理解

公益社団法⼈ ⽇本動物園⽔族館協会(JAZA)は、動物園および⽔族館の主な役割として、
①【種の保存】②【教育･環境教育】③【調査･研究】④【レクリエーション】の４つを掲げています。

コンセプトは、『いつも新しい私になれる⽔族館』コンセプトは、『いつも新しい私になれる⽔族館』



４、具体的取組み 〜九州の多様な海、川、⽂化をテーマとする進化した展⽰の実施〜

●九州の⾃然を体感できる⽔族館に再⽣し、幅広い年齢層
が楽しめる展⽰を実現する。展⽰テーマは「九州の海」
●九州の多様な美しい⽔環境を再現し、⾮⽇常感と感動を
提供する。

●利⽤者とのコミュニケーションを重視した解説を⾏い、
楽しみながら学ぶ⽣涯学習施設としての機能を向上させる。

※第58回福岡広告協会賞において、全部⾨の最⾼賞である“⼤賞”を受賞

CM「海のあお空のあお」
“九州中の海を⽔槽のなかで再現する”という
マリンワールドのコンセプトをそのまま映像化



５、具体的取組み 〜新しい展⽰づくり〜

明るく、動きの少ない展⽰

奥⾏に有限さを感じる展⽰

⽔中にいる雰囲気
〜癒し,潤い〜

⽞海の荒波を再現

阿蘇の湧⽔

奄美群島のサンゴ礁

アクアライブショー



６、具体的取組み 〜館内イベントや解説を通じたコミュニケーション〜

RNでは各種イベント等についてもバージョンアップ、リアルタイムで飼育員との対話も可能になりました。



７、公園内施設との連携事例

⼤⽔槽前でのパーティー
(ルイガンズ)

イルカウェディング
(ルイガンズ)

学習プログラム
(⻘少年海の家)

⼤⽔槽前でのお泊り体験
(⻘少年海の家)

ルイガンズとの提携により、ショープールサイドを舞台にイルカたち
から祝福を受ける「ドルフィンセレモニー」や、営業時間外の夜の⽔
族館をゆっくりと満喫できる貸切プランでは、同ホテルのシェフによ
るケータリングサービスを提供しています。
⻘少年海の家との連携では、公園施設全体を利⽤した社会教育を体験
できる宿泊型のプログラム「海の冒険団」を毎年開催しています。



８、公園内での⽣息域外保全活動

保全環境の整備(⽥植え)

外来種の駆除

⾙(ヌマガイ)の中に産卵希少淡⽔⿂ (ニッポンバラタナゴ)

九州地域に⽣息する絶滅危惧種であるニッポンバラタナゴの⽣息域外
保全活動を公園内（いのちの池）で⾏っています。保全環境整備のた
めに外来種の駆除や⽥んぼの造成など、ボランティアの⽅々にもご協
⼒いただきながら、⼀歩⼀歩前に進んでいます。⽔族館が種の保存、
遺伝⼦の多様性の保存、環境学習の⾯で微⼒ながら貢献できることを、
このような保全活動を通じて社会に発信していきたいと思っています。



９、地域社会と連携した教育活動

移動⽔族館 出張講話しごと体験

移動⽔族館

福岡県教育委員会と連携し、⼭間部の学校や特別⽀援学校などの普段海
の⽣き物と触れ合う機会の少ない学校での移動⽔族館教室や、⻄⽇本鉄
道が主催する⼩学校中学年を対象とした「キッズしごと体験スクール」
などの教育活動を⾏っています。地域社会と連携しながら、⽣物への興
味や仕事の⼤切さを楽しく学ぶプログラムを通じて、⾃然や環境への関
⼼のきっかけとなるような様々な活動に取り組んでいます。



10、研究活動における他園館との連携（シロワニ繁殖協議会）

⼩笠原諸島での捕獲 発信機の取付け

発信機取付け後

シロワニの⽣態調査のため、当館が中⼼となり、アメリカ合衆国
ジョージア⽔族館および国内の4園館（海遊館・横浜⼋景島シーパラ
ダイス・アクアワールド茨城県⼤洗⽔族館・登別マリンパークニク
ス）と協働で、⼩笠原⽗島でシロワニ5個体を⼀時捕獲し、衛星発信
機・超⾳波発信機を装着、今後の研究に活⽤する⾏動データの取得
にトライしました。この研究活動は国内初の試みとなります。



11、繁殖活動と⻑期飼育への取組み

イルカの超⾳波検査

2015年よりJAZAに加盟する⽔族館は、追い込み漁で捕獲したイルカを⼊
⼿することができなくなり、⾃然界からのイルカの確保が事実上不可能に
なりました。以前より当館ではイルカ類の繁殖にも取組んでおり、18年
には仔イルカ2頭が産まれましたが、今⽉そのうちの1頭が死亡しました。
（イルカの繁殖は⾮常に難しく、⼀年後の⽣存率はわずか2割程度と⾔わ
れています） 今後も私たちは、他園館との情報交換や技術連携等を⾏い
ながら、繁殖技術の向上や⻑期飼育への取組みを探求し続けていきます。

当館で産まれた仔イルカ 国内飼育最⻑記録のコビレゴンドウ

今年は仔アザラシが3頭誕⽣しました



九州の中⼼都市である福岡で、また国営公園内の施設として、これからも私たちは九州の豊かな⽔環境を
紹介していくことで、⾃然への窓⼝になるような施設づくりを⽬指していくとともに、「福岡･九州の地域
活性化」に貢献し続けていきます。



ありがとうございました。
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【施設の概要】

（事業内容）

①宿泊施設（ホテル）等管理運営業務：宿泊・ブライダル・宴会・SPA

②マリーナ管理運営業務

③テニスコート管理運営業務

④駐車場管理運営業務

代表企業：株式会社海の中道リゾート

構成企業：株式会社Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｓｅｅ

構成企業：株式会社ササキコーポレーション

協力企業：株式会社創建サービス（設備管理）

合同会社sproutforest（テニス運営） 

部九州地方の広域レクリエ ション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供し
北部九州地方の広域レクリエーション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供



（運営会社）

株式会社 Plan・Do・See

事業内容：ホテル・レストラン・ウェディング・バンケット等の運営・企画・コンサルティング

所在地：東京都千代田区丸の内2丁目1番1号

設立：1993年4月1日設立

代表取締役：野田 豊

従業員数：社員数=693名、総従業員数=1,085名

（ホテル概要）

ホテル：THE LUIGANS Spa&Resort

運営期間：2018年4月1日~2038年3月31日迄

・ホテル棟

構造・規模：鉄筋コンクリート造 8 階建

客室：98室

レストラン：3店舗（オールディダイニング・和食・鉄板）

その他：ブライダルサロン・SPA・大浴場

・バンケット棟

鉄筋コンクリート造 2 階建

宴会場・多目的ホール

・シオヤ岬レストハウス

鉄筋コンクリート造 2 階建

宴会場・多目的ホール

部九州地方の広域レクリエ ション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供し
北部九州地方の広域レクリエーション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供



【整備・管理運営のコンセプト】

北部九州地方の広域レクレーション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 

人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供します。 

また、当団体は地域の一員として、本事業が地域価値の向上に寄与し、

当施設が地域の方に愛され 活用される施設となるよう、

地域や環境に配慮した管理運営を行います。 

【具体的取組】

・お客様サービスの向上 
新人1人に対し1人の先輩を充て、教育担当とする「親子制度」を導入 

・安全快適性の向上
想定されるリスク及び対応策のマニュアル作成及び訓練実施

・公園の利用促進の貢献 
ホテル宿泊者全員を対象に公園の入園券プレゼント 

【園内施設との連携事例】

水族館で結婚式（水族館＋ホテル）

公園イベントの飲食ブース出店（公園＋ホテル）

シーカヤック＋宿泊（マリーナ＋ホテル）

テニス＆ホテルランチ（テニス＋ホテル）

部九州地方の広域レクリエ ション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供し
北部九州地方の広域レクリエーション需要に貢献する収益施設として、心地良い空間や、 人のぬくもりを感じる接客により、癒やし、感動、活力を提供

















k-hamano
テキストボックス
資料7-3
















	00-議事次第-200727
	00-座席表
	01-01-協議会設置趣旨-200727
	01-02-規約
	01-03-名簿-200727
	02-将来像の説明資料-200727
	03-海中の歴史-200727
	04-ストック効果-200727
	05-既往の計画・設計と社会情勢の変化、将来像のキーワード-200727
	06- キーワード案_200727
	07-01-マリンワールド
	07-02-ザ・ルイガンズ．
	07-03-マリーナ＆テニス
	08-01-参考資料01-日比谷公園グランドデザイン（概要版）
	08-02-参考資料02-海洋博公園改訂基本計画
	08-03-参考資料03-整備・管理運営プログラム



